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(百万円未満切捨て)

１．2020年３月期第２四半期の連結業績（2019年４月１日～2019年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年３月期第２四半期 5,871 △14.5 △192 ― △225 ― △952 ―

2019年３月期第２四半期 6,865 △6.6 134 △23.5 249 8.2 281 79.2
(注) 包括利益 2020年３月期

第２四半期
△998百万円( ―％) 2019年３月期

第２四半期
228百万円(△41.9％)

　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2020年３月期第２四半期 △19.38 ―

2019年３月期第２四半期 5.63 ―
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2020年３月期第２四半期 22,838 17,875 78.3

2019年３月期 24,772 19,021 76.8
(参考) 自己資本 2020年３月期

第２四半期
17,875百万円 2019年３月期 19,021百万円

　

　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2019年３月期 ― 2.00 ― 3.00 5.00

2020年３月期 ― 2.00

2020年３月期(予想) ― 3.00 5.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

　

３．2020年３月期の連結業績予想（2019年４月１日～2020年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 11,800 △13.0 △400 ― △400 ― △1,150 ― △23.40
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2020年３月期２Ｑ 54,772,564株 2019年３月期 54,772,564株

② 期末自己株式数 2020年３月期２Ｑ 5,622,118株 2019年３月期 5,622,118株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2020年３月期２Ｑ 49,150,446株 2019年３月期２Ｑ 49,928,480株
　

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績予想等は、当社が本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいており、当
社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は今後様々な要因により予想とは異
なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四
半期決算短信【添付資料】３ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

連結 [減収・減益]

　2020年３月期は、世界中で飛躍的にデジタル化が進む市場に向け、革新的な技術変化に対応した独自性のある高

付加価値製品の開発・生産及びサービスの提供を推進してまいります。フィルム事業は、家電や自動車、産業機器

などIoT関連製品の事業拡大と、コンパクトクリーンコーターを活かした幅広い分野での開発品の先行生産体制を構

築し、品質及び利益率向上に注力いたします。データキッチン事業は、デジタルツイン事業部を新設し、技術と営

業が一つの組織となりコミュニケーションの質とスピードUP、そして品質向上を目指し、デジタルツインを実現す

る、あらゆるデータの取得・加工サービスを様々な分野に提案します。また海外現地法人および国内外の協力会社

と共に、グローバルにビジネスを展開いたします。

　売上は、米中貿易摩擦の影響をはじめ、世界的な市場動向により全体的な受注量が減少したことにより減収とな

りました。営業利益は、高付加価値品は堅調に推移したものの、生産量減少の影響および米国の大型案件の失注に

より減益となりました。なお、第２四半期に連結子会社のＫｉｍｏｔｏ Ｔｅｃｈ, Ｉｎｃ．（米国）が保有する固

定資産（生産設備等）について、減損損失したことにより特別損失を計上しております。

　これらの結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は5,871百万円（前年同四半期比14.5％減）、営業損失

は192百万円（前年同四半期の営業利益は134百万円）、経常損失は225百万円（前年同四半期の経常利益は249百万

円）、親会社株主に帰属する四半期純損失は952百万円（前年同四半期の親会社株主に帰属する四半期純利益は281

百万円）となりました。

※「デジタルツイン」とは、現実の世界（フィジカル空間）の出来事を、そのまま仮想の世界（バーチャル空間）

でリアルタイムに再現し、現実の世界と連動することです。現実の世界に近いシミュレーションが可能になること

から、次世代のものづくりや、私たちの暮らしを始め、様々な分野で活かされ始めています。

　

個別 [減収・減益]

　売上は、米中貿易摩擦の影響をはじめ、世界的な市場動向により全体的な受注量が減少したことにより減収しま

した。営業利益は、高付加価値品は堅調に推移したものの、生産量減少の影響により減益となりました。なお、第

２四半期に連結子会社の減損処理を実施したことに伴い、関係会社株式評価損を特別損失として計上しておりま

す。

　これらの結果、当第２四半期累計期間における売上高は5,402百万円（前年同四半期比13.4％減）、営業損失は55

百万円（前年同四半期の営業利益は200百万円）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

資産、負債、純資産の状況

当第２四半期連結会計期間末における資産、負債、純資産の状況は以下のとおりであります。なお、比較増減額

はすべて前連結会計年度末を基準としております。

(資産)

総資産は前連結会計年度末に比べ1,934百万円減少し、22,838百万円となりました。主な変動要因は、たな卸資

産の増加185百万円、現金及び預金の減少297百万円、受取手形及び売掛金の減少641百万円、電子記録債権の減少

168百万円、機械装置及び運搬具の減少867百万円であります。

　

(負債)

負債は前連結会計年度末に比べ788百万円減少し、4,963百万円となりました。主な変動要因は、支払手形及び買

掛金の減少342百万円、電子記録債務の減少122百万円、流動負債その他に含まれる設備関係債務の減少189百万円

であります。

　

(純資産)

純資産は前連結会計年度末に比べ1,145百万円減少し、17,875百万円となりました。主な変動要因は、利益剰余

金の減少1,099百万円、為替換算調整勘定の減少47百万円であります。これらの結果、自己資本比率は前連結会計

年度末に比べ1.5ポイント上昇し、78.3％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当第２四半期業績は、米中貿易摩擦の影響をはじめ、世界的な市場動向により全体的な受注量が減少しまし

た。高付加価値品は堅調に推移したものの、生産量減少の影響、および米国の大型案件の失注により、営業利益

の差異が発生する結果となりました。

第３四半期以降も厳しい状況が続くと見込まれることから、2019年７月31日公表の業績予想を修正いたしまし

た。詳細につきましては本日、別途公表の「特別損失の計上、第２四半期（累計）業績予想と実績値との差異お

よび通期業績予想（連結・個別）の修正並びに役員報酬の減額に関するお知らせ」をご参照願います。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2019年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 12,638 12,341

受取手形及び売掛金 3,125 2,484

電子記録債権 613 444

商品及び製品 487 486

仕掛品 408 517

原材料及び貯蔵品 407 483

その他 194 116

貸倒引当金 △11 △13

流動資産合計 17,864 16,861

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,568 2,472

機械装置及び運搬具（純額） 2,133 1,265

土地 791 791

建設仮勘定 22 117

その他（純額） 192 181

有形固定資産合計 5,708 4,829

無形固定資産

ソフトウエア 131 108

ソフトウエア仮勘定 - 5

その他 42 39

無形固定資産合計 173 154

投資その他の資産

投資有価証券 840 820

繰延税金資産 64 62

その他 290 274

貸倒引当金 △168 △164

投資その他の資産合計 1,026 993

固定資産合計 6,908 5,977

資産合計 24,772 22,838
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2019年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,054 712

電子記録債務 1,369 1,246

未払法人税等 99 41

賞与引当金 228 221

その他 807 476

流動負債合計 3,559 2,698

固定負債

退職給付に係る負債 2,052 2,067

長期預り金 99 98

繰延税金負債 16 75

その他 23 22

固定負債合計 2,192 2,264

負債合計 5,751 4,963

純資産の部

株主資本

資本金 3,274 3,274

資本剰余金 3,427 3,427

利益剰余金 14,000 12,900

自己株式 △1,478 △1,478

株主資本合計 19,223 18,124

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 116 97

為替換算調整勘定 △120 △168

退職給付に係る調整累計額 △198 △177

その他の包括利益累計額合計 △202 △248

純資産合計 19,021 17,875

負債純資産合計 24,772 22,838
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（２）四半期連結損益及び包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

売上高 6,865 5,871

売上原価 5,041 4,467

売上総利益 1,824 1,403

販売費及び一般管理費 1,689 1,596

営業利益又は営業損失（△） 134 △192

営業外収益

受取利息 2 3

受取配当金 19 6

受取手数料 0 0

物品売却益 1 1

為替差益 80 -

その他 13 7

営業外収益合計 116 18

営業外費用

支払補償費 1 0

為替差損 - 50

その他 0 0

営業外費用合計 2 51

経常利益又は経常損失（△） 249 △225

特別利益

在外子会社清算に伴う為替換算調整勘定取崩益 142 -

特別利益合計 142 -

特別損失

固定資産廃棄損 3 0

減損損失 - 654

特別損失合計 3 654

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

387 △880

法人税等 106 72

四半期純利益又は四半期純損失（△） 281 △952

（内訳）

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

281 △952

非支配株主に帰属する四半期純利益 - -

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1 △18

為替換算調整勘定 △78 △47

退職給付に係る調整額 23 20

その他の包括利益合計 △53 △45

四半期包括利益 228 △998

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 228 △998

非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税

率を使用する方法によっております。

　

（重要な後発事象）

（連結子会社に対する債権の株式化（デット・エクイティ・スワップ）並びに連結子会社における増資、減資および

剰余金の処分の実施）

当社は、2019年10月30日開催の取締役会において、以下のとおり、当社の連結子会社であるＫｉｍｏｔｏ Ｔｅ

ｃｈ, Ｉｎｃ．に対する債権の株式化（デット・エクイティ・スワップ。以下、「ＤＥＳ」といいます。）並びに

同社における増資、減資および剰余金の処分を行うことを決議いたしましたので、お知らせいたします。

１．子会社の概要（2019年９月30日 現在）

(１) 名称 Ｋｉｍｏｔｏ Ｔｅｃｈ, Ｉｎｃ．

(２) 所在地 601 Canal St. Cedartown Georgia 30125 U.S.A.

(３) 代表者の役職・氏名 Miguel N. Leal , President

(４) 設立年月 1985年９月

(５) 事業内容 フィルム事業で扱う製・商品の製造および販売

(６) 資本金 14,200千米ドル（1,763百万円）

(７) 株主構成 株式会社きもと 100％

(８) 純資産 -299千米ドル（-32百万円）

(９) 総資産 5,204千米ドル（561百万円）

２．手続きの概要

(１) 実施理由

米国は世界最大の消費国であり、ＫＩＭＯＴＯグループの製造リスクを低減すること、および現在開発

している新規案件が複数あることから、米国生産拠点は重要と判断しております。そのため、当該連結子

会社の有利子負債の削減および資本の充実による財務内容の改善を図ることを目的として実施するもので

あります。

(２) 実施内容

当社は、連結子会社に対する貸付金においてＤＥＳを実施し、当該連結子会社が新たに発行する株式を

当社に割り当てます。また、当社は当該連結子会社に対し増資および減資を行い、累積損失を解消いたし

ます。

(３) ＤＥＳの概要

① 発行新株式数 822,090株

② 払込金額 4,768千米ドル（514百万円）

③ 増加する資本金の額 4,768千米ドル（514百万円）

④ 日程

増資の効力発生日 2019年11月15日
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(４) 連結子会社の増資の概要

① 発行新株式数 1,037,910株

② 払込金額 6,019千米ドル（649百万円）

③ 増加する資本金の額 6,019千米ドル（649百万円）

④ 日程

増資の効力発生日 2019年11月15日

(５) (３)・(４)による増資後の当該連結子会社の資本状況

① 増資後の資本金の額 24,988千米ドル（2,696百万円）

② 増資後の発行済株式数 3,060,000株

③ 増資後の出資比率 株式会社きもと 100％

(６) 連結子会社の減資の概要

① 減少する資本金の額 14,499千米ドル（1,564百万円）

② 減少後の資本金の額 10,488千米ドル（1,131百万円）

③ 日程

減資の効力発生日 2019年11月15日

※（2019年９月30日時点の為替レート107.92円で評価）

３．業績に与える影響

本件が2020年３月期の当社連結および個別業績に与える影響は軽微なものと見込んでおります。なお、今後

開示すべき事項が生じた場合には速やかにお知らせいたします。

以上

３．その他

（販売の状況）

事業区分

前第２四半期連結累計期間
（自 2018年４月１日
至 2018年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 2019年４月１日
至 2019年９月30日）

(参考)前連結会計年度
（自 2018年４月１日
至 2019年３月31日）

外部顧客への
売上高

（百万円）

前年同四半期
増減率
（％）

外部顧客への
売上高

（百万円）

前年同四半期
増減率
（％）

外部顧客への
売上高

（百万円）

前連結会計年度
増減率
（％）

フィルム 6,365 △5.7 5,375 △15.6 12,280 △9.1

データキッチン 150 3.0 135 △10.3 503 7.0

コンサルティング 1 △75.7 0 △66.6 8 △59.8

その他 348 △22.8 360 3.5 776 △12.2

合 計 6,865 △6.6 5,871 △14.5 13,568 △8.8

(注)上記金額には、消費税等は含まれておりません。
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